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Design 意　匠
昔からあるけれど、特定の地域の一部の人しか知らない図案（極めてマイナーな家紋のようなものです）
を使用して、包装紙やマスキングテープを作りたいのですが、意匠権は取れますか？　それともこれは
容易に創作できたものに当たりますか？

（茨城県　M．K）
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１．創作非容易性

　出願意匠について、その

意匠の属する分野における

通常の知識を有する者（以下、当業者）

が容易に創作をすることができる場合

は、意匠登録は認められません（意匠

法３条２項）。創作非容易性といわれ

る意匠権の登録要件の一つです。

　なお、令和元年の意匠法改正により、

その判断資料に「日本国内又は外国に

おいて公然知られ、頒布された刊行物

に記載され、又は電気通信回線を通じ

て公衆に利用可能となった形状等」と

下線部分が追加されました。改正前は

「公然知られた」、すなわち現実に知ら

れたという事実が必要でしたが、改正

後は現実に知られ得る状態にあれば足

りるようになりました。これは特許法

29条２項（進歩性）と同様の内容で

あり、判断資料が増えたことで意匠の

創作非容易性の水準は引き上げられた

といえます。

２．創作容易の具体例

　出願意匠が出願前に公知となった形

状等を基本として創作されたものであ

る場合に、それが当業者にとって「あ

りふれた手法」によりなされたときは、

創作容易と判断されます。

　意匠審査基準には「ありふれた手法」

として、（ａ）置き換え、（ｂ）寄せ集め、

（ｃ）一部の構成の単なる削除、（ｄ）配

置の変更、（ｅ）構成比率の変更、（ｆ）

連続する単位の数の増減、（ｇ）物品等

の枠を超えた構成の利用・転用――が

例示されています。

３．本件について

　本件図案は特定の地域の一部の人し

か知らないものですが、秘密の状態に

されていないのであれば、「公然知ら

れた」形状等として、創作非容易性の

判断資料となります。

　そして、意匠審査基準において上記

（ｇ）の具体例として「絵画モナリザを

ほとんどそのまま壁紙として表したに

すぎない意匠」が挙げられていること

や、商標審査便覧42.107.06において

特許庁が「現代において、家紋は、

……冠婚葬祭において着用される紋付

袴などの和服……等において、また、

装飾や模様として、シール、マグカッ

プ、ティーシャツ等に一般に用いられ

ている」と理解していることからする

と、本件の包装紙やマスキングテープ

は、公然知られた形状等に基づいて 

「ありふれた手法」により創作できた

ものとして、創作容易と判断される可

能性が高いように思います。

　ただし、上記は「ほとんどそのまま

表したにすぎない」場合の話です。表

し方に着想の新しさや独創性が認めら

れる場合には、創作容易ではないとし

て意匠権を取得できる可能性がありま

す。例えば下記の意匠は、広く知られ

ている模様「青
せい

海
がい

波
は

」をあしらった 

「食卓用皿」ですが、表し方に創作性

が認められ意匠登録されました。

４．まとめ

　以上のように、本件は、図案の表し

方によっては意匠権を取得することが

可能な場合もあります。この点の判断

は少し専門的なものになりますので、

意匠専門の弁理士にご相談いただくこ

とをお勧めいたします。

意匠登録第1094000号

24-07-59_062_Q&A-意匠.indd   6224-07-59_062_Q&A-意匠.indd   62 2024/09/04   9:55:352024/09/04   9:55:35


